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11 秩父高原牧場の和牛子牛育成に係る疾病発生状況   

 と今後の対応 

                              秩父高原牧場 
                              ○矢島 裕介・矢野 寛 
 

Ⅰ はじめに 

 秩父高原牧場では、県内酪農家の乳用育成牛を受託し、育成及び繁殖を行っている。平成２６

年度から、預託乳用牛に黒毛和種受精卵を移植し、産まれた和牛子牛を当場で育成後、県内肉用

牛農家に譲渡する肉牛供給事業を開始した。 

 今回、この和牛子牛の育成期間中の近年の疾病発生状況及び発育状況について、取りまとめた

ので報告する。 

 

Ⅱ 肉牛供給事業の概要及び実績 

 肉牛供給事業については、最初に県内酪農家から預託された乳用育成牛に当場で生産した黒毛

和種受精卵を移植する。次に、分娩予定約２か月前に畜主である酪農家に返却し、その後酪農家

にて産まれた和牛子牛を当場が約２日齢で買い取る。その後、買い取った和牛子牛は当場で９か

月齢まで育成し、県内肉用牛農家へ譲渡している。（図１） 

 毎年度、４０頭前後の買取り譲渡をしている。令和４年度移植受胎率は５４．９％であった。 

 

図１：肉牛事業概要 

 

Ⅲ 飼養管理 

 秩父高原牧場での買取子牛の使用状況等の概要は次のとおりである。 

 １ 飼養方法 

   買取り後、約７日間は個別飼育し、その後群飼へ移行する。 

 ２ 飼料給与 

   分娩後、直ちに初乳製剤と初乳乳清を給与し、９０日齢まで代用乳を与える。 

   ９０日齢以降は、配合飼料と乾草となる。 

 ３ 衛生対策 
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   買取時に飼料添加剤を給与し、あわせて呼吸器病・消化器病関連ワクチンを４種類接種す 

   る。また、呼吸器病対策として令和３年度から畜舎内への次亜塩素酸水を散布している。 

 ４ 去勢 

   雄牛については、約５か月齢以降に実施する。 

 

Ⅳ 調査内容及び方法 

 今回の報告についての、調査方法などについては、次のとおりである。 

 １ 対象 

   本事業で買い取った和牛子牛 

 ２ 調査項目 

   疾病発症状況と発育状況 

   調査したところ、多くが呼吸器病と消化器病の対応のため、今回はこの２疾病につ 

   て取りまとめた。 

 ３ 調査期間 

   平成３０年度から令和５年度１０月３１日 

 ４ データ収集方法 

   診療簿および体格測定のデータ 

 ５ 疾病発症の定義 

   呼吸器病は体温３９．５℃以上かつ発咳・肺雑音を呈するもの 

   消化器病は下痢を呈するもの 

 

Ⅴ 結果 

 １ 年度別疾病発生状況 

   呼吸器病では、同一個体が複数回発症し、令和２年度は最も多く１頭当たり２回ほど発症 

  していた。消化器病では、毎年度各個体約 1回発症していた。死亡頭数は令和２年度が最も 

  多く４頭だった。（表１） 

 

表１：年度別疾病発生状況 

※1頭あたりの発症回数 
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 ２ 月別疾病発生推移 

   呼吸器病は１２月～３月で発症頭数が増加する傾向があり、消化器病は季節に関係なく 1 

  年を通して一定の個体数が発症していた。（図２） 

 

 

図２：月別疾病発生推移 

 

 ３ 月齢と疾病発生状況 

   呼吸器病はおおむね１～２か月齢で発生頭数が増加する傾向にある。（図３） 

   消化器病は１週～４週齢で発症頭数が増加する傾向にある。（図４） 

 

 

図３：月齢と呼吸器病発生状況 
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図４：月齢と消化器病発生状況 

 

 ４ 体重 

   買取時の体重は３５．６ｋｇ、譲渡月齢時の体重は２５９．４ｋｇ。雄については買取時 

  の体重は３６．８ｋｇ、譲渡月齢時の平均体重は２６６．３ｋｇで、買取時・譲渡月齢時の 

  体重が平均値より下回っていた。（表２） 

 

表２：買取時・譲渡時体重 

 

 

 ５ 呼吸器疾病発症頭数と譲渡月齢時平均体重の関係 

   令和３年度次亜塩素酸水散布開始以降、呼吸器病の発症数は減少傾向あるが、譲渡月齢時 

  平均体重については一定の数値で推移している。このことから呼吸器病発症頭数の減少が、 

  即座に平均体重の増加には結びつかない可能性が高いと思われた。（図５） 

   消化器病と平均体重の間でも、明確な関係は見られなかった。しかし、消化器病は一年を 

  通して発症しているため、さらに調査が必要であると考る。（図６） 

 

（ ）：平均体重 
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図５：疾病発症頭数と譲渡月齢時平均体重の関係 

 

 

図６：下痢症発症頭数と譲渡月齢時平均体重の関係 

 

Ⅵ まとめ 

 今回の調査から呼吸器病では冬季に発症頭数が増加する傾向にあり、１～２か月齢で発症しい

た。消化器病では季節に関係なく通年発症する傾向にあり、1か月齢未満での発症が多い。また、

両疾病ともに死亡事故の原因となっていた。 

 雄の育成牛について買取り・譲渡月齢時の体重は発育曲線の数値を下回わっていた。 

 今回の調査では呼吸器病・消化器病の発症頭数の減少が、育成牛の増体と直接的な関連は確認

できていない。 

 

Ⅶ 考察 

 今回の調査から、秩父高原牧場における肉用牛の資質を向上するために下記３点のさらなる調

査の必要がある。１点目は、消化器病の原因が感染性か非感染性なのかについて原因解明。２点

目は、個体ごとの疾病罹患時期・治療期間・一日増体量などの疾病と増体の関係についての調査。

３点目は、雄育成牛の産子の系統・去勢時期とその後の発育状況などについての調査。これら３
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点の調査結果に基づき飼養衛生管理の見直しによる生産性向上を図る必要があると考える。 
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